
岸
歳
猷
苫
勝
牌
妻
房
仇
電
二
・
-
。
』
、
ど
岸
乢
吐
と

と
う
た
い
．
死
灼
も
ま
た
「
會
圃
康
舂
惠
」
に
い
つ
・

書
風
に
臨
む
〃
害
風
春
樹
に
薫
る
．
遊
斜
蹟
と
Ｌ
て
網
の
ご
と
く
、
落
花
零
と
し
て
霧
に
似
た
り
．

ま
ず
乏
灘
夫
猟
の
池
．
書
た
退
く
細
柵
の
伎
・
蝉
達
文
ば
飛
ん
で
揺
鴎
し
、
誌
値
え
ば
嗣
差
地
す
ご
桂
満
乏

｛
揚
げ
、
、
乏
菫
差
動
か
Ｌ
・
簔
裾
乏
震
宍
．
薄
帯
杢
吠
く
。
霊
常
飛
ん
で
参
差
-
蕪
裾
合
し
て
且
つ
鑑
蚕

《
旬
ぐ

雪歪廻川また雲に善じ．｜雷壺容巖乏惜Ｌむ。六一儲已に沼灼、害風また廻薄．環毒桃

李の花．雷鮒素雲麦含むぅ一軍に属の鰯く所となり．ま辰風の落す前となる・線箒差径がし

禁
菫
差
机
か
す
．
舂
雲
乏
澆
わ
し
、
流
鶯
を
霧
わ
ら
し
む
。
曲
房
開
か
柄
金
舗
響
壹
金
調
書
字
て
妻
が
馬

‘０コ〃。》

●
》
虫
寺
今
●
●
■

ｒ
震
く
・
梧
桐
未
だ
陰
あ
ら
ず
、
漠
川
妬
め
て
豊
な
〃
や
！
行
雨
芝
高
宮
に
迎
え
§
蘇
鴻
を
雪
七
Ｋ
芝
ろ
・
←
洞

《

①

一

◇

昔
答
醗
芝
藏
ず
．
且
く
鼈

簡
文
口
さ
ら
に
〆
「
言
日
詩
・
」
に

．
年
還
っ
て
察
去
さ
一
Ｌ
請
う
ぺ

落
花
何
蕪
に
随
フ
マ
入
〃
．

“ぐ

震
日
元
已
に
霧
し
、
辱
芳
員
に
財
に
任
川
・
開
在
巳
に
徹
至
匝
〃
、
流
哩
復
た
枝
に
満
つ
・
洛
陽

繁
華
切
子
．
長
逼
碧
簿
完
勾
東
千
金
の
堰
に
出
て
・
西
嘱
雲
⑦
限
に
臨
遭
遊
鮮
空
に
映
じ
て
義

じ
・
高
楊
弛
を
肝
い
で
〃
雷
一
ろ
．
緯
楕
女
照
耀
Ｌ
・
等
莞
洸
・
陸
離
辰
〃
。
清
晏
伊
水
に
投
打
・

薄
暮
雨
地
仮
宿
る
。
家
達
：
雪
濯
穏
リ
．
全
滅
綱
虐
乏
ぶ
心
事
ぞ
這
わ
ん
害
婁
寒
壽
日
薯
一
《
豪
萎
え

ん
と
欲
せ
ん
と
は
。
畏
扶
雪
：
以
了
沸
叫
彫
胡
方
に
自
ら
飯
く
・
髪
す
制
ど
も
見
る
べ
か
ら
ず
、
宿

盲
答
霊
芝
滅
ず
．
且
く
茎
に
情
を
定
楓
去
る
べ
し
．
獄
完
濁
り
何
乏
か
爲
家
ん
。

欲す。

て察去宝、一Ｌ請うぺく-言歸三§定い幸た生ず・桃は含む可憐の紫、柳側発す断腸の責

蕪に随二-八〃・滞鐸ロ蝶を藷ひ了震く。邸罫諏管⑦地・羨圭、桝なぱ債を留めんと

『。

-

Ｉ

篝

…
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とし可遁鋒壷註個Ｖのように一はどんど枚挙にいとまがワい、

こい葛の例、いず桐も「残糸曲」と通うここ弓があ岨二ｚに陳の陰鍾の「扣登芭托亭懐訓董

の八落花軽くＬて未だ下らず．需絲敵えて謡い易ＬＶや杜南「頭首中院壁」の八落汽瞳綴白日瀞

か仮・鴇鳩乳燕声春深しＶの句芝見石と、、震がそこからただ弓に薫化Ｌ辰のが「賓奈曲」一切初一一

→句かとも考え尺くぼろ・従っ了需祭乏遊宗底ｚ断定したくなる。Ｌかし「需茶曲」仮猴ちかえ》『

了了の残糸に柳校と妹鯛杢答桐ろ余地がまつ侭く照く竹ぅ淀かというど、〉てうでもないや歯馴椚

⑦わるいことだが甑定するの、もうす一亡待って、〃次の「欲削」を考えよう》、素》、鯉》

《

謹籍灘驚灘蕊灘霜鱸霊噌澱鐵欝灘蝿雷蕊！謙既駈寿薑

“
念
つ
鬮
割
の
域
く
摘
む
に
堪
え
た
ろ
を
．
朗
鏡
の
冬
塵
奎
肝
い
へ
羅
衣
の
秋
雲
走
鰯
く
ぴ
ら
ん
。
獣
に
錘

鋪
と
し
て
以
て
凧
を
動
か
し
・
手
涙
憲
壹
と
し
て
凄
麦
流
す
。
猫
切
、
揺
蕩
と
Ｌ
て
以
て
閨
に
入
吋
、
蕊
乍
に

俳
個
し
て
隙
に
総
ろ
・
珠
議
乏
繍
戸
に
嘱
今
し
．
芳
塞
を
鏑
需
に
散
ず
署
な
ら
ん
．
ど
の
時
帳
と
Ｌ
可
婦

王
冠
勺
、
要
ん
ぞ
よ
く
行
殺
せ
ん
．
佳
人
鐘
吹
任
ら
ず
、
善
風
譜
が
爲
に
か
借
Ｌ
ま
た

ど
う
や
ら
梁
代
に
室
需
た
ち
が
毎
〃
八
で
う
た
『
た
の
が
遊
糸
垂
詩
中
に
と
川
い
楓
ろ
流
行
乏
誌
っ
灰
今
し
く
、

以
慌
、
》
喫
崖
び
「
春
顛
」
に
八
一
叢
の
沓
享
ぼ
人
を
藤
ぐ
ろ
に
足
川
へ
敷
尺
の
遊
縣
は
即
宕
路
を
續
雫
、
石
Ｖ
、
「
蕊

歌
行
」
に
八
浴
陽
遊
縣
百
丈
連
リ
、
濤
河
舂
水
千
片
写
っ
・
桃
托
領
色
好
一
、
二
と
舅
の
叩
く
・
楡
芙
款
一
卜
開
い
て
妬８

両
な
る
二
と
表
に
似
涙
Ｕ
Ｖ
な
ど
と
っ
た
い
．
雷
に
入
っ
て
婁
照
都
「
長
安
古
毒
」
に
八
百
丈
の
透
鰐
口
手
ぅ
可

樹
壷
続
″
、
》
一
筆
⑦
嬉
寓
は
笑
に
花
に
哺
く
Ｖ
・
杜
南
「
白
携
行
」
に
八
落
窯
遊
絲
ま
た
情
あ
り
へ
閏
に
瞳
い
日
ら

ロ
毒
曲
《
◇
Ｂ
●
旬
』
り
ぴ
Ｐ

に照叩宜Ｌく軽琴すべしＶ《一室風燕退朝晩出左波」．に八宮草微微とＬて喪凧を鼠、一》・蝋梱珊細叫一

～
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述べるが、〉マの記翠中に壷酋が仙企一侭顛の曹長鐺種試〉て「〃とし工恒宰辰入れた．頭の卜辰大雫、

Ｑ

、

、

も

、

、

な石が縄でぶ《一宝、げ了あり、蛇が宗丁縄を・噛る一一一瓠堤即ち翫元〃んと叙しＶ辰が長秀は自若とＬＴ

いた、乏・いつ話がある。この八欲甑Ｖ逢舅び借用Ｌ泥のだとすると・賓糸ロ柳糸きた励捻鯛の方

①

●

●

向
に
傾
く
。
沈
絢
⑦
「
詠
青
苔
」
に
い
う
。

『も漆

箔
ド
縁
っ
て
已
仁
薫
演
・
-
水
に
汎
ん
で
復
疋
舗
錦
。
微
根
は
激
え
人
と
欲
す
ろ
ぴ
岨
く
．
軽
幾
何
更
に
聯
ろ

一

●

に
似
た
り
。
戻
凰
、
細
草
を
億
Ｌ
-
深
堂
口
綺
鍔
を
浸
す
。
壕
繕
す
る
も
人
の
贈
る
無
く
、
厨
凄
な
ろ
も
徒

に可憐．

二
⑦
八
欲
節
Ｖ
雁
学
ん
だ
と
す
る
と
￥
八
徴
根
・
軽
秦
Ｖ
に
当
る
蒟
糸
は
遊
糸
に
煩
こ
う
．
階
の
藷
還
の
「
春

甑」に八二月鶯声蕊かに戯え人ど欲・-」、三月害風已に復た流ろＶを移せば、柳糸とも遊糸とし働

か
せ
う
る
。

・
←
至
楊
書
毫
鬘
哨
兎
蓉
震
や
浩
一
応
嵐
、
、
忌
庭
・
、
亀
言
。
．
、
隷
炳

乗
縣
欲
断
臺
蜂
録
。
暑
・
ご
母
里
言
』
爵
。
ご
誉
青
畳
卓
．
ご
竜
・
趣
思
哩
：
、

穴壹に記Ｌた工うに、二一の二旬、押韻してある．しかし「輿」が上平５支であるのに「歸」、

上平８微（油用）下・吉標化し庇・一献后と。匂冒埋とが明らかに示すよ、っに．脚韻としてば不完全

だ
が
、
し
か
し
笑
に
上
平
で
隣
藤
す
る
近
似
韻
だ
か
ら
．
ま
つ
祇
く
つ
な
が
ら
め
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
．
季

｛、“に八微限は鮒えんと欲す》ろが如く、軽宗は妻に聯乙に似たＵＶといつく竈法だ。干楓ならぼ毒

味
飼
唇
関
に
お
い
て
も
八
鍵
が
仁
獅
荒
ん
と
欲
し
て
．
己
に
榎
た
涼
ろ
Ｖ
ろ
工
夫
が
壌
弓
Ｌ
了
あ
る
⑦
で
ロ
、
い

ざ
ま
に
引
い
た
喫
信
の
「
小
園
願
」
に
見
え
る
壷
公
、
「
神
仙
伝
』
か
つ
た
・
ズ
ろ
人
物
下
・
の
ち
に
く
わ
Ｌ
く
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｜毎 “蕊穏擢灘雷雲轤灘穂

ず
た
調
壹
乞
伺
い
・
う
め
。
も
っ
と
池
「
菊
」
口
〉
て
の
ま
ま
「
老
」
下
口
な
此
｛
白
こ
の
老
嬬
乏
さ
ま
じ
め
伝
４

こ
二
に
汚
す
の
は
野
碧
Ｔ
・
宍
ぼ
老
睦
子
口
手
蔑
桝
Ｌ
だ
が
、
ま
だ
苦
示
麦
失
っ
て
口
い
な
い
無
嘉
閑
暇
の
草
ｌ

芝

想

像

す

打

ぼ

よ

い

だ

ろ

う

．

’

←

←

》

“

｜

『
浮
稽
』
に
八
舅
蜂
は
富
な
く
顔
長
．
ぞ
の
軍
阿
星
に
仰
綴
Ｌ
、
漆
差
街
人
で
以
丁
そ
の
帯
を
固
く
す
．
陰
陽

は星にほり．薑びて末端差合す。岐肩ろもの、牝心銑宍もの阿壮な″Ｖといｕ宗誓⑦『発家託』

に八蜂ぼ蜘蛛芝霞、っＶという。ゞ
このよつワ動物学的知識が李蜀の試作の前提とＬ可．あったかどう

か
何
わ
か
ら
め
．
「
舅
蜂
」
の
語
至
詩
に
接
っ
庇
前
例
壷
検
出
し
友
な
い
が
の
ち
に
融
椚
ろ
よ
う
に
李
商
腱
や

琴
毫
家
陳
は
現
打
ろ
の
で
．
あ
る
い
阿
李
舅
が
先
駆
を
在
Ｌ
尺
の
か
せ
Ｌ
れ
ぬ
。
害
柊
黒
捺
の
奎
嘘
ば
し
う
匠
嵩

浦
完
」
は
互
毒
．
淀
う
て
「
褒
絲
欲
断
」
何
老
婦
・
「
篝
蜂
騨
」
、
士
夫
に
あ
た
る
・
「
課
」
が
柳
糸
か
蛛
網
か

口
示
壽
Ｋ
い
つ
八
．
完
打
ワ
今
二

枯
揚
菫
乏
生
ず
．
老
腺
￥

老
い
辰
寡
婦
が
言
Ｖ
夫
乏
得
た

い
解
読
と
い
う
ぺ
宍
「
象
」
に
ハ

ゥ
丁
苧
の
題
剛
辰
が
、
続
け
て
八

冨
観
か
ら
瞳
脱
し
た
儒
教
く
さ
ま

薩
糸
か
何
断
定
で
圭
側
に
せ
よ
「
残
」
》
画
老
と
結
び
易
い
文
字
で
子
楓
な
ら
ば
年
を
窪
Ｌ
糸
の
乱
抓
の
苦
し
さ

、

●

に衣⑦莞ｐほこ弓ひても不需一雲、何なく、その同こ再び□から苦い貢蜂が震いこん乖菫芽もへ一打７

打
に
対
す
る
八
桔
揚
主
筆
老
蠕
得
冥
士
夫
．
元
合
売
譽
Ｖ
が
二
句
に
応
じ
蚕

の
士
夫
を
得
た
り
。
苦
も
な
く
誉
も
画
し
・

場
合
で
、
わ
る
く
も
な
い
が
・
ほ
切
辰
は
な
Ｌ
で
し
な
Ｖ
、
と
い
う
の
だ
。
莞

佑
楊
の
筆
奎
生
ず
ろ
．
何
ぞ
久
Ｌ
か
ろ
べ
け
ん
や
Ｖ
と
い
う
い
ぼ
一
般
閾
に
い

老
婦
乙
士
夫
も
ま
た
醜
と
す
く
ま
な
〃
Ｖ
と
い
う
②
ｎ
．
も
と
の
天
答
売
譽
の

王
感
じ
さ
せ
ろ
．
と
し
偏
楓
・
初
句
の
「
垂
楊
票
老
」
が
老
夫
と
す
洞
は
「
蕊

謹謹謹羅鰯蕊舞蕊識

-
４

897



髭
の
イ
メ
ジ
ぴ
あ
叩
-
予
価
だ
け
で
充
分
な
感
じ
も
す
ろ
び
・
蜂
に
つ
り
了
の
先
人
の
秤
と
突
李
合
せ
て
お
こ
え

あ
あ
品
澗
の
蕊
震
た
ろ
・
二
、
舅
嘉
の
朗
族
．
糞
嘆
⑦
鯛
蜂
あ
っ
て
．
ま
辰
呂
窒
瑚
扇
に
策
す
．
近
く
圏
蕾

仮
芳
遊
Ｌ
・
遠
く
林
台
仮
郭
翔
す
．
こ
こ
に
認
ひ
二
二
に
集
い
・
達
の
ご
ど
韓
じ
麹
の
ご
と
過
る
．
紛
猛
と

し
て
雲
の
ご
と
く
乱
掘
．
混
廻
と
Ｌ
了
雲
例
ご
と
銅
ろ
．
雲
は
濯
霊
菱
競
い
・
響
何
風
雪
よ
〃
延
し
・
-
：
．
》
…
：

音
郭
導
着
挿
或

▼ｑ序０か

ゞ
風
壬
逐
っ
て
従
今
乏
課
Ｌ
、
日
に
緊
示
楓
了
下
ち
依
微
尺
″
・
言
が
留
胴
ご
ま
ｚ
蚕
知
り
、
徒
を
徴
み
了
空

Ｌ
く
自
今
飛
ぶ
．
梁
闇
六
帝
蜂

遊
鴎
し
て
購
風
よ
り
下
り
．
芳
乏
尋
ね
Ｔ
菊
叢
に
到
る
・
審
左
帯
び
て
蕊
上
に
来
た
り
、
影
を
建
伺
て
奎
中

仮
任
リ
．
去
住
Ｌ
Ｔ
誘
霧
Ｅ
謹
詞
《
高
低
Ｌ
了
過
風
に
順
う
。
饗
に
葱
ず
蝋
蝋
と
実
り
・
亭
魂
と
通
ぜ
ざ
る

萱
．
三
歌
意
禁
．
蜂
蔀
爵
驫

郭
撰
の
何
室
蜂
董
う
た
う
ぴ
引
い
に
部
分
鳳
葵
蝉
に
通
じ
・
蕊
の
昨
切
俵
半
部
乏
誘
い
出
す
毒
素
び
お
ろ
。
顛

文の蜂は立性甑反証・褥簑感憤糞含異》鍬博のは成らぬ恋だが鉾には男性的なィ×ジが壷ろ。、
庇

小苑華地燭壜と通じ・＊銭門稲鎚思い窮りなＬ・庵姐腰細くＬ丁鏡かに露に勝え

瀬
后
身
軽
く
し
て
風
に
筒
魚
座
と
議
す
必
紅
奎
寂
蓼
崖
蜑
尽
宍
・
碧
葬
遥
遥
零
崇
室
Ｌ
・

雷陵の粉蝶離恨する窒鱗何聖幕慰馴相逢わん一一月の中李商隆蜂

紅
露
の
花
房
白
雪
の
摩
言
寅
驚
・
『
》
禁
蝶
病
な
が
ら
参
差
二
實
雪
辰
び
覺
七
風
流
の
尋
．
却
ラ
了
是
椚

周
抱
も
知
る
歪
得
す
。
一
・
周
娼
閨
債

：
舂
庭
《
暁
景
の
別
誕
》
清
霊
…
砿
→
一
←
鐘
廷
た
り
。
篝
蜂
一
遅
傭
く
、
酢
夜
夜
舎
蘂
に
樽
む
・
陸
亀
蓑
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「織篝」乏宇薑画八漆黒のびんずら．むす例の篝にいうＶと読朋し-〔子夜冬歌〕威廣爲款款

白髪群篝生・｛呉均・閏恕詩｝舜篝愁中繭．紅領哺累減短〔高知之．従軍行一況侵落紅韻、蝉誓

權縛篝．〔崔雲・薑姫篇〕菫姫少茸税王家・録雲紅雷桃李一北・を例にあげろ・孝筥の僻とＬては

誤わしいが「・少年祭」の八縁馨誉堕關雲忽ちＶも亘⑦髪だ．Ｌ・かしヘニーでⅢ王埼のいうよ-っに

一
鎌
鶴
箕
少
は
男
子
左
福
し
、
霊
叙
害
は
な
子
垂
指
す
咽
“

こ
ず
く
ま
だ
弓
・
フ
・
梁
の
武
帝
が
「
子
夜
冬
誠
」
で
-
：
“
←

別掴Ｌ時蔦ｎ戸に啼け叩、今農雪犀に満つ・此乏過聿、可言返らずんば．Ｍ旧だ謡ろ緑慧

の
表
え
ん
こ
と
量
．

と
う
た
い
・
ゞ
「
河
中
之
水
歌
」
で
．
《
｜
：
垂
圭
へ
ゞ
＆
言
瘡
一
差
一

縁
窒
少
年
金
叙
各

五

の

ｐ
◆
心
Ｂ
Ｂ
ｂ
ら
げ
ｂ
ｑ
ｄ
ｌ
Ｌ
ｆ
ｄ
＆
Ｆ
１
ｌ
●
句
Ｄ
ｚ
ｌ
受
ご
；
凸

、

’
１

１

汀Ｌ
，Ｉ

０
と
Ｄ
０
？
■
９
．
１
０
Ｄ
ｏ
ｌ
４
ゆ
り
０
４
０
↑
６
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合寺

八
「
沈
瑛
珀
」
は
何
乏
い
お
う
．
と
-
」
て
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
め
Ｖ
と
劉
一
侭
翁
ぴ
い
う
了
い
ろ
の
ロ
正
直
盾

呉
正
子
が
八
汎
漉
珀
、
酒
の
色
が
残
麹
に
似
て
い
る
Ｖ
と
い
う
・
涜
珀
の
説
明
に
何
な
っ
て
も
「
汎
」
字
の
解
釈

Ｆ
ｐ
な
っ
了
い
な
い
。
剛
霞
謹
当
．
溌
些
．
字
廐
遥
釈
書
で
付
・
ほ
と
ん
産
放
畳
奮
れ
た
。
日
本
語
訳
で
は
『
方
向
』

４
二
九
五
四
年
）
に
の
せ
た
職
・
訳
が
は
じ
め
か
と
里
勺
が
八
口
な
だ
の
王
の
き
び
づ
宍
に
瑛
珀
の
酒
を
そ
そ
ぐ

び
な
Ｖ
と
し
た
。
八
ぞ
弄
等
Ｖ
口
苦
Ｌ
箏
宍
机
下
・
寿
舸
で
も
「
沈
」
字
の
音
が
い
く
ら
か
生
寺
、
よ
う
か
と
い
う

と
い
う
。
「
縛
馨
」
と
「
金
銀
」
の
範
合
わ
せ
く
ら
い
は
前
例
が
な
く
と
も
搾
る
の
か
詩
人
だ
が
．
梁
の
武
帝
の

仔
口
蟹
が
親
し
ん
Ｔ
い
庭
と
察
廿
ら
御
ろ
か
ら
。
や
口
叩
参
言
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
へ
一
ご
で
の
ひ
れ
の
眠
け
・
一

蝦
に
載
性
の
も
い
と
Ｌ
了
使
用
ず
れ
ろ
「
録
審
等
差
舅
鮭
の
形
言
と
し
．
「
客
」
と
い
う
男
性
に
多
く
使
用
式
打

ろ
文
字
を
「
金
叙
」
ｚ
結
ん
で
少
茸
よ
〃
廐
茸
畏
の
竝
性
王
表
現
し
て
い
る
点
に
両
ろ
だ
再
う
・

つ
い
で
に
書
い
て
お
く
。
弩
に
何
．
走
馬
客
（
走
馬
》
引
）
、
秋
風
客
（
金
銅
仙
人
詩
漠
款
）
、
新
豐
客
｛
致
酒

行
）
、
宝
翅
各
（
昌
合
読
書
）
・
鑿
桐
答
（
章
扣
二
年
中
）
・
飼
鬮
客
（
公
寒
出
門
）
な
ど
の
語
が
あ
る
が
い
す
桐

気
持
漬
ぅ
た
。

Ｌ
か
御
の
造
語
ら
し
い
。

嬢
粉
壷
中
況
暁
珀

文章．・・富←ゞ．．．

河
中
の
水
臓
束
に
飼
哉
Ｔ
凝
る
．
洛
腸
の
せ
兒
呂
は
舅
捲
。
…
：
・
・
：
頭
上
の
金
叙
十
二
行
．
足
下
の
鋒
萄
五

ー
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Ｉ』．己・「可。堅の三四ヨコ。三画呂一酔い、君艮の守寺言睡皿可の是画謂．咳、三一壱己“ョｄの可．窯
癩
天
、
寺
や
、
手
だ
ぴ
．
二
の
句
左
訳
す
．
に
は
箒
・
つ
す
ろ
ぼ
か
あ
る
蚕
刈
し
．
〉
て
の
こ
と
を
充
介
承
知
し
た
う
え
て

二
の
句
の
奇
異
な
球
わ
い
が
何
拠
か
ら
や
っ
て
く
ろ
の
グ
を
突
っ
込
め
な
い
か
と
馬
．
っ
・

周
鍼
直
二
子
窒
読
』
口
「
・
残
祭
曲
」
に
・
一
ノ
い
て
〈
祠
杭
的
に
論
じ
了
い
ろ
の
で
襟
に
そ
の
全
体
に
関
Ｌ
て
速
く
ろ

う

も

Ｕ

だ

が

、

問

顕

の

部

分

乏

壬

ず

引

く

。

０９

「
繧
扮
壷
」
口
青
白
色
一
や
．
「
茨
珀
」
（
酒
）
口
奏
色
だ
．
二
打
、
少
茸
と
少
互
が
よ
り
そ
ウ
の
を
暗
諭
す

石
・
涙
珀
口
菫
い
も
の
、
だ
か
ら
「
淀
」
む
．
「
死
郎
青
鐇
」
、
重
い
も
の
、
だ
か
ら
「
兼
押
廻
風
簔
」
で
２

宍、ない。．ただ現璃の「況」もの口壬渥一つの票因がある・消耗宝、せら打Ｔしまっ辰⑦だ。・華だ側

か
ら
「
況
幌
珀
」
、
ま
辰
「
落
花
無
係
廻
風
需
」
と
つ
〃
あ
う
．
了
い
ろ
．
酒
は
人
に
甑
ま
椚
丁
し
ま
ｕ
《
箔

花
は
人
一
Ｌ
踏
設
Ｌ
だ
か
例
ろ
・
た
だ
落
花
は
人
に
踏
み
Ｌ
だ
か
洞
ろ
こ
と
葦
甘
受
せ
め
、
だ
か
ら
「
燕
作
廻

風

塁

せ

ね

ば

な

ら

例

．

ゞ

；

：

銃
い
指
摘
で
．
こ
の
詞
の
構
成
一
Ｌ
封
す
る
考
察
匡
示
畷
に
薑
む
．
一
二
室
→

一
、
可
．
、
灰
し
口
二
の
句
盃
解
く
た
め
に
二
つ
の
説
話
歪
提
出
し
た
い
。
第
一
は
壷
〈
今
説
話
、
課
一
一
は
巨
霊
説

話
で
、
と
も
に
壷
に
ま
つ
わ
る
銘
で
あ
る
．

壷
公
ロ
、
子
の
荘
各
は
わ
か
ら
な
い
．
：
：
…
：
当
蒔
迩
南
で
・
雪
戻
房
と
い
．
つ
者
が
市
の
儘
官
蓬
し
了
い
え

今

画

鰯
一

巴

曲

写りｂ



ふと妻公が遠くびぅ来て市に入り売讓するの至貝た。入底弓口鮒打乏織らない。祖寺至貝了

直
歪
か
穴
ろ
こ
と
、
汀
く
・
投
薬
す
楓
ば
み
可
潜
癒
し
た
。
…
…
：
．
い
つ
も
至
の
壺
壬
臺
上
に
懸
け
、
日
が
害

舸
八
の
弓
壺
の
中
に
跳
ん
で
、
い
っ
た
。
見
た
人
口
な
い
の
だ
が
．
震
房
だ
け
が
楼
上
か
ら
二
制
差
見
て

常
人
で
な
い
こ
こ
差
知
、
た
．
戻
房
は
受
二
で
日
々
み
ず
か
局
壼
乙
の
店
ま
き
麦
掃
除
Ｌ
・
弁
当
を
用
冨
し

た
。
壺
盆
ロ
二
と
わ
ら
ず
に
受
け
と
う
た
。
；
…
：
皇
壷
乙
が
畏
房
に
い
う
「
薑
椚
了
人
が
い
な
く
な
っ
尺
時
季

辰
お
い
で
」
長
房
が
言
わ
洞
た
通
Ｕ
、
-
く
と
「
ｎ
し
び
壷
の
中
に
跳
人
一
ｌ
は
い
る
の
査
貝
匠
ら
、
覇
ん
た
し

わ
し
の
ま
ね
壷
Ｌ
Ｔ
跳
ぶ
び
い
ｒ
・
自
然
仮
ぽ
い
洞
ろ
」
長
房
阿
壹
わ
細
た
よ
う
に
ｈ
か
今
ぬ
う
弓
に
は
い

う
て
お
剛
-
・
は
い
っ
て
Ｌ
ま
う
と
も
は
や
壷
て
ほ
な
く
、
貝
え
た
の
、
仙
宮
世
界
の
袴
己
や
叢
菫
也
の
門
〃

間
道
な
ど
了
・
壺
公
例
圧
盲
に
、
侍
音
散
十
人
。
壺
公
が
戻
房
仮
い
う
「
、
し
、
仙
人
だ
．
い
ぜ
ん
天
の
役

人
圭
や
ぅ
元
臆
が
へ
＃
勤
誘
怠
浸
の
答
で
人
閉
界
に
流
六
打
辰
ん
だ
。
：
．
．
…
：
神
仙
伝
太
平
定
郭
老
十
二

た
だ
＃
一
、
人
の
堂
が
い
て
（
藻
の
武
．
）
帝
に
い
と
し
が
今
打
だ
．
呂
差
巨
霊
と
い
う
。
帝
の
傍
に
言
い
暇
⑦

唾
壷
菰
あ
っ
た
が
、
巨
雲
毎
尺
惠
壼
弓
辛
め
中
に
入
っ
た
り
出
た
〃
、
帝
の
前
で
辰
、
む
打
た
″
Ｌ
灰
。
宗

一
方
憩
な
遠
く
か
ら
巨
菫
乏
一
塞
ぐ
雪
く
ロ
ゼ
Ｌ
八
・
巨
霊
ほ
ぞ
籾
で
飛
び
去
っ
た
。
遠
く
か
う
見
ろ
と
青
雀
に

童
身
Ｌ
八
・
予
桝
ヴ
飛
び
エ
ミ
ー
に
の
で
帝
区
丞
予
青
雀
畠
盃
崖
て
八
・
時
々
青
雀
の
来
る
の
圭
見
た
び

巨
霊
ば
貝
え
な
か
つ
氏
．
別
重
洞
亘
託
毫
四
琿
魏
請
書

『
神
仙
伝
』
同
琶
の
葛
洪
の
、
“
『
別
国
洞
冥
記
』
口
葦
の
郭
毫
の
標
と
い
ｎ
杁
弓
，
《
干
椚
は
信
頼
で
幸
弓
い
が

六
朝
の
末
ま
で
に
口
成
立
し
丁
い
た
説
話
-
６
あ
る
こ
と
口
間
這
い
な
い
．
巨
霊
⑦
話
の
八
遠
く
か
ら
貝
乙
と
Ｖ
と

い
う
と
ご
弓
、
崇
文
で
何
恵
宇
か
脱
字
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
も
し
わ
か
り
に
く
い
び
・
し
か
Ｌ
子
の
合
卿
臆
く
さ

０
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←
・
練
髪
少
毒
金
叙
害
一
一
・
ｓ
爵
．
、
温
室
．
恥
昼
匡
・
薑
の
二
・
責
鋤
三
。
房
竺
証
冨
．
§
懇
《

：
繰
粉
壷
中
爽
疾
泊
喜
晉
・
喜
凹
。
・
盲
。
皆
写
三
“
雪
．
ご
瓦
黒
．
〃
；

一
一
旬
客
と
璃
が
入
戸
別
臆
で
完
全
脚
韻
で
詞
ろ
こ
と
、
す
で
に
い
つ
》
八
が
、
金
と
沈
も
ま
た
下
雫
釦
罎
．
壹

韻
か
ら
い
っ
て
両
句
の
下
半
身
、
ほ
と
ん
ど
融
合
Ｌ
・
緑
凄
雲
と
鍔
・
粉
．
金
叙
と
瑛
珀
は
色
彩
と
し
て
ほ
と
ん
ど
一

致
し
《
た
び
い
に
結
合
着
和
し
て
、
賦
畿
ば
す
で
仁
興
霜
の
域
に
ま
で
沈
静
じ
て
い
る
や
ゞ
え
《
『
基
や
急

》
鐸
は
雷
白
色
。
難
路
票
一
卜
・
琉
璃
一
風
口
二
、
乏
漂
一
風
と
韻
う
、
と
・
魏
略
に
．
大
泰
國
は
十
種
の
痴
璃
を
出

だ
す
．
繰
口
箒
の
一
な
り
、
と
。
こ
こ
に
繰
粉
と
い
う
、
、
高
ろ
り
口
琉
璃
壷
な
ら
ん
．

い
う
と
二
ス
の
大
秦
国
が
史
実
と
」
て
の
向
拠
菱
き
す
の
か
わ
か
ら
ぬ
が
．
冥
一
止
子
が
引
宍
篭
出
し
て
一
、
淀
琉
璃

壼
、
寶
味
麦
帯
び
た
透
明
な
ガ
ヲ
ズ
の
壷
と
陛
察
で
夫
な
く
は
な
い
。
「
瑛
珀
」
に
つ
い
了
呉
正
子
側
い
う
。

酒
色
-
旋
珀
に
似
庇
リ
ー
太
白
の
簔
に
・
書
酒
は
皖
珀
国
三
し
．

李
閨
自
身
「
将
進
酒
」
で
八
琉
塙
の
鐘
-
頭
砺
簔
し
Ｖ
と
う
た
っ
て
い
ろ
。
こ
こ
で
も
姜
屋
零
口
酒
の
色
を
指

す
三
と
同
動
か
ぬ
が
-
深
冒
下
は
涙
珀
、
穴
だ
宅
に
前
の
句
の
金
銀
客
と
な
り
．
全
叙
の
客
が
巨
霊
の
よ
う
に
壼

中
に
ス
リ
．
う
う
と
〃
沈
ん
で
い
ろ
。
鐸
枌
壼
は
-
す
な
わ
ち
緑
書
少
年
で
あ
り
．
金
銀
の
害
き
り
フ
た
り
泡
Ｕ

Ｔいろ。
そ
こ
に
出
て
く
喜
壼
が
一
言
礦
で
・
暇
と
口
一
士
よ
り
は
少
し
程
度
の
お
ち
る
宝
一
ｂ
で
あ
る
。
痩
壺
と
い
う
の
ロ
汚

な
ら
Ｌ
く
肉
感
的
な
感
じ
が
す
る
が
、
そ
い
汚
な
畠
し
ま
と
肉
感
差
除
け
ば
、
す
ず
わ
ち
当
の
詩
⑦
「
標
粉
壺
」

と
な
ろ
て
何
な
い
が
。
異
正
子
は
い
ぅ
．

’
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統一《行花を完言ための誉星と堂繩の表、い一鮒、いる臺口としと桐ろ。六弐、にわたＬ璽房句を△化

■

Ｌ

『

一

つ

Ⅶ媚抑な“祁曇洲叩ゞ声信帽臓・抑岬泄叩と訳し、このたびの鯏一訳で少し変えたが、《迄との方び限定

二
の
句
矛
注
目
す
べ
幸
は
．
壽
一
蜀
八
残
綴
欲
新
韓
蜂
歸
Ｖ
と
．
「
絲
篝
」
「
標
粉
」
両
匂
蓬
は
ま
ん
で
、
実

ぅ
弓
叩
照
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
寺
の
Ｌ
石
し
に
第
二
句
の
「
叙
諭
」
と
同
じ
場
所
に
「
欲
暮
」
が
は
め
こ
ん
で

栃
ろ
。
や
つ
て
来
た
（
調
）
も
の
び
．
事
の
の
ち
侭
、
立
ち
去
る
（
瀞
去
）
の
だ
と
す
る
と
．
「
春
」
は
「
篝
雲

こ
の
詞
の
霜
台
何
小
園
で
．
し
ぴ
Ｌ
壼
中
価
天
と
い
・
室
飛
言
別
世
界
・
塞
畳
の
篭
”
主
は
壺
公
の
よ
う
な
譲
仙

だ
が
す
で
に
主
揚
寿
、
な
が
ら
菫
卿
老
雌
園
内
て
例
罹
尋
口
澪
興
武
帯
に
猟
了
一
皇
Ｌ
ラ
マ
弓
僚
継
者
を
考
え
ね
ば

な
ら
ず
、
ま
い
、
い
篝
の
韮
つ
ぼ
可
憐
な
？
漏
壬
得
．
ヅ
婦
口
子
董
主
人
で
難
の
よ
う
に
ロ
ぐ
く
む
．
子
は
Ｌ
か

し
育
て
阿
遊
語
の
よ
う
阪
悪
京
し
・
張
っ
た
雲
に
か
び
可
氏
少
毒
、
組
了
ぼ
飼
う
一
く
も
人
情
ほ
す
で
ま
猟
す
、
言

戻
房
程
の
愚
昌
さ
、
な
く
．
東
方
朔
の
よ
う
に
狡
墳
元
．
煕
為
閑
暇
盃
び
二
つ
少
踊
に
目
く
ぼ
せ
し
，
壷
的
世
界

に
ざ
ら
に
鍔
紡
壼
乏
幻
出
Ｌ
て
ゞ
ぞ
ご
に
少
婦
を
式
そ
い
こ
む
。

ｈ
た
し
に
口
、
こ
の
詩
の
前
半
が
、
そ
仇
よ
寺
仮
読
め
る
。

堂
ｒ
筏
臺
欲
暮
春
誇
壼

占

巨と
･･号･ｌ

ｒ合

、やグー
ｰ

写
↓一

一ハ
̅
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一 壱 亀 ̅ 一

趨窺憾蕊鵠壜籍蕊蕊駕篭蕊蕊蕊鬘“

一

４

人
口
不
思
議
が
っ
た
・
港
画

一
週
風
の
歌
仮
庭
中
の
両
が
認
箔
し
た
よ
・
っ
に
．
鋳
去
例
声
と
と
も
に
鍔
粉
壷
中
の
藁
は
仮
〃
お
と
下
椥
ろ
。
た

び
刀
乏
ふ
Ｕ
Ｌ
ぽ
り
身
王
室
｝
し
春
に
追
い
す
か
亨
っ
と
す
る
．
気
ま
ぐ
打
な
つ
む
じ
風
、
侭
わ
む
れ
さ
え
一
一
つ

丁載に蕊いかがろ、域は狂乱して空にただよい、やが元また・地に堕巧夢．

■一心寺夕』●■

二
の
句
に
、
『
別
国
洞
冥
記
』
の
麗
娼
説
話
が
伏
せ
て
両
ろ
よ
う
で
あ
る
．

武
帝
が
受
Ｌ
辰
宮
人
で
各
何
震
娼
．
年
十
四
、
玉
の
喜
び
や
わ
ら
か
く
は
く
惠
口
雨
よ
〃
沓
ば
Ｌ
い
・

衣や鍵で宝、わら灯たがら厚いのｎ体にまずがっ←くい乏碍舸代か弓だ．歌うたび一に李延耳が伴

奏Ｌ→た。芝牛議了週風の曲歪款壱する葵裏中の死が八なちり落ちた震娼を朋灘，聴０罰

→
弓
に
言
玲
世
た
②
Ｅ
塞
家
〉
て
の
体
を
汚
す
の
査
恐
楓
匠
か
ら
だ
。
帝
憾
饒
流
麗
損
の
挟
査
榑
川
・
・
幾
重
も
の

幕
の
内
に
閉
じ
こ
め
た
の
ロ
、
風
の
妾
に
ま
に
飛
び
去
る
の
乏
恐
制
た
か
局
だ
。
麗
唄
口
暁
珀
で
限
び
王
乏

つくり．衣の裾につけ、人に知椥ないエゥにＬ尺少ぞこで骨の師が自然に鴇ろと咄っ『、人

沌
絢
の
「
会
圃
匿
春
風
」
に
ｒ
ウ
．
二
：

寺
○
．
今
●
●

書風に臨む．書風善徹に薄ろ．遊鐸艫とＬ玩穎の如く、落淀恥濟とＬ吋

手乏成一本寝の漣、運産過ぐ認柳の枝・雲・蝶逢えば飛札で柊鴎才、、藪値えば羽

、

。

《

・

凸

』

■

己

落
花
澤
作
画
風
篝９

■
●
０
甲
７
０
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余
談
な
が
ら
．
末
の
劉
夷
涯
一
徐
濡
詩
話
峰
巷
一
一
に
い
う
。

将
帳
飛
ば
ん
逢
仁
丁
要
に
な
す
画
風
窯
．
己
に
落
肩
元
猶
お
威
す
半
面
の
鞭
。
宋
畢
文
②
落
花
の
詩
な
り
、

世
の
称
す
る
こ
こ
再
た
″
・
然
楓
と
も
牢
簔
山
も
固
よ
り
云
う
。
蕗
つ
る
時
な
お
自
ら
震
い
．
塀
ま
し
後
天

子
帝
ら
に
蓋
芝
闘
く
や
下
旬
、
元
し
砂
な
り
．

ク
ラ
兼
鑑
ブ
竺
珊
詞
哩
苧
《

だ
や
Ｉ
乱
；
・
一
外
電
》
蝿

揚時芝至乏動びし・禁繧蚕開壼議諾査吹く・噸帝飛んで参差、“蕊鶴肺宅Ｌ死且ヲ離蚕

雲達回〃復丘蒙に韓じ．頴歩害騒を惜しむ。容礒い“嗜に沼均香風ゞ
摺箙掴簿》ゞ
専冒桃

李
の
一
唖
寶
甜
秦
唇
垂
含
む
。
．
既
に
風
の
開
く
所
と
グ
リ
ー
榎
及
風
の
落
す
航
と
な
る
。
。
…
…

雲の「河南宿試士言黛壼頁」應八蜑謬七丁瀧髪・童磯総Ｖ初句かあう了状況とＬ了ばか

可剛よく似る廻夛くの荘家ロ八落一化”奉って作了廻風景Ｖ進訓恥式狛従Ｌ尤荒句馬墜｝ん元いたの

だが‘弄五可までの構成か今椎すと八塔花砺鷲錘℃｜廻風口』線璽Ｖとすべ一、ではないひとも看文

今獅ろ．「江稽圏」の八鯉魚風荻リ芙蓉老ｎＶは構成的に似た旬で覇言う。

韻迭か筍いえ向、二の句だ口が額差郷まな１の家．第一句と扉一局・塞一司と第四句の宗つち

川した試句三一鐸五句と莞六句識はくずし-１-い臺一と麦-〉で⑦韻のふ乳はずしによ「ユ元Ｌ了い

ろ
の
か
し
し
楓
め
認
．
暁
議
饗
《
こ
〃
→
〉
・
、
。
：
・
で
、
：
．
￥
《
〆
、
…
・
→
：

。
』
公
一
雪
や
．
-
魁
、
』
一

いす御に-』そ這薙へ迂急の人落満詮作廻風堯Ｖ蝉、野落汽迂って作寸廻掴侭緩と．落流口深作」

廻鳳呵籍うこの両方に窺虚』ラ琴やゆが一句に舷款ＬＴあってバワーラィ尋”クズが、鶚のままへ

〆今

クライ鑑寒一珊詞葺壼隼の豊重爾句一毒一⑦琴樟偕釣世界が同顎峰ぐだｎ京る烈口目とな『気いち例
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